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著者らは，地震活動の特徴を表す様々な指標の監視に基づき地殻活動の現在の異常度を表現することを主な目

的とし，過去の地震活動から“ふつう”の地震活動の特徴を洗い出して，他とは有意に異なる指標値分布を持

つ活動を統計的手法により抽出することを提案している．永田ほか [2021, JPGU] では，気象庁一元化震源を

用いて，規模別頻度分布に関するGR則のｂ値とGR則からの逸脱を表すη値，体積ひずみの潮汐変動との相

関，ETASモデルによる地震発生回数の期待値と実際の地震発生回数の差を指標とし，日本全国を矩形領域で分

割した各領域について，領域内の連続する一定数毎の地震から推定した指標値の分布が領域外のすべての推定

値の分布と有意に異なる場合の抽出を試みた．この結果，特に規模別頻度分布に関する指標について，他とは

異なる指標値分布を持つ領域が抽出され，地域的な物理現象を反映していることが推察される．本発表で

は，これらの他とは異なる指標値分布がどのような物理現象と対応づけられるのかを確かめるため，主にプ

レート境界のすべりに関係すると考えられている既往研究による観測成果（Igarashi [2020, EPS] による相似

地震カタログから推定される平均すべり量，Nishikawa et al. [2019, Science] によりまとめられている微動や

超低周波地震）との比較を行った結果について報告する． 

 

相似地震カタログ [Igarashi, 2020] から推定される平均すべり量との比較からは，以下のことが分か

る．ア．ｂ値の分布が他とは異なりかつその平均値が他よりも低い領域では，領域中の地震数における相似地

震の割合が高く，平均すべり量は小さい．イ．ｂ値の分布が他とは異なりかつその平均値が他よりも高い領域

のうち，領域中の地震数における相似地震の割合が高いところでは，平均すべり量が大きい．ウ．ｂ値の分布

が他とは異なりかつその平均値が他よりも高い領域であっても，領域中の地震数における相似地震の割合が低

いもしくは無いところでは，平均すべり量は小さい．これらの領域を微動や超低周波地震の発生域 [Nishikawa

et al., 2019] と比較すると，地震活動の解析を一定の空間領域内で行っているために空間分解能は良くないも

のの，上記ア．に対応する領域が微動や超低周波地震の発生域もしくはその周辺陸側に多くあることが分か

る．このことと上記ア．イ.の結果を合わせて見ると，Nanjo & Yoshida [2018, Nature Communications] が

指摘する南海トラフ沿いのすべり欠損速度とｂ値の負の相関と同様の関係が日本海溝沿いにおいても確認され

たものと考えられ，そのうちｂ値の分布が全体に比べて有意に高い領域，低い領域が本手法により抽出できて

いることが強く示唆される．また，本解析の結果からは，このようなプレート間のすべりとの対応関係が，プ

レート間地震が主体の活動以外からは見て取れないことも分かる．上記ウ．は，プレート境界以外の地震活動

が主体でｂ値が高い活動領域に対応すると考えられる．F-netカタログ（https://www.fnet.bosai.go.jp）によ

れば，これらの活動中には正断層型の地震が多く含まれており，Schorlemmer et al. [2005, Nature] が指摘す

る地震の発震機構の違いに対応するｂ値の分布のうち，全体に比べて有意に高い活動に対応するものと考えて

いる． 

 

これらの結果からは，統計的手法により抽出された特徴的な指標分布が，プレート間のすべり速度や，地震の
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メカニズムを支配する応力場といった地域的な特徴を反映していることが確認できたと言えるだろう．このこ

とは，通常とは異なるプレート間のすべりや応力場の変化に対応する地震活動の変化を，地震活動の統計的手

法により客観的に検出できる可能性を示唆する．発表においては，このような可能性についても議論したい．  
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